
特集

　台風12号の驚異的な豪雨の影響により、大規模な

土砂災害が発生。水位の上昇により南日裏地区の一

部・坪内地区が浸水する。

（平成23年９月４日）

台風12号の教訓を活かすため

後世へと伝える記録

広報てんかわ
　　　臨時号
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村長からのメッセージ

自
然
と
と
も
に

天 川 村 長　森本　靖順

後
世 　平成23年９月、台風12号により私達は過去に経験したことのない

災害に見舞われました。しかし被災後は、被災地における災害ボラ
ンティア活動や義援金、援助物資など村内、村外を問わず皆様から
の心温まるお心づかいをいただき、私たちは励まされ勇気づけられ
ました。災害から１年を迎えるにあたりあらためて厚く御礼を申し
上げます。
　さて、国や県など関連機関の懸命な復旧対策と皆様方のお力添え
により、住宅や道路被害など住民生活に直接かかわりのある復旧復
興は進んでおり、基幹産業のひとつである観光産業も順調に回復し
ております。しかしながら、深層崩壊地の復旧対策など一朝一夕に
は解決しない問題を抱えており、さらに河川にはとてつもない量の
土砂が堆積していて一部の地域では今後更なる浸水被害が懸念され
るなど、防災上早急に取り組んでいかなければならない課題も多
く、本当の意味の復興は今始まったばかりといえます。
　天川の地に住む私たちは、自然に抱かれ、その恵みに感謝するこ
とを忘れることなく今日まで生活してきました。私たちは、台風12
号豪雨により自然の恐ろしさ、厳しさをまざまざと教えられました
が、それでもなお、自然との共生を柱に今後の復旧復興に全力で取
り組んで参ります。
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　平成23年8月30日から9月5日かけて紀伊半島を襲い、猛烈な

雨を降らせた台風12号…多くの市町村に甚大な被害をもたらし

ました。今回の経験を最大限活用できるように、この事実と記録

を後世に伝えていかねばなりません。

後
世へ
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
記
録
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01

台
風
12
号
の
概
要

　

平
成
23
年
８
月
25
日
９
時
に
マ
リ

ア
ナ
諸
島
付
近
で
発
生
し
た
台
風

は
、
次
第
に
勢
力
を
強
め
大
型
の
強

い
台
風
と
な
り
、
気
圧
配
置
か
ら
小

笠
原
諸
島
近
海
で
停
滞
し
、
そ
の
後

ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー
ド
で
９
月

３
日
10
時
前
に
高
知
県
東
部
に
上

陸
、
18
時
頃
に
は
岡
山
県
南
部
に
再

上
陸
し
、
４
日
３
時
に
は
日
本
海
に

抜
け
、
５
日
15
時
に
温
帯
低
気
圧
と

な
り
ま
し
た
。

　

天
川
村
を
は
じ
め
五
條
市
大
塔
町

や
十
津
川
村
、
和
歌
山
県
田
辺
市
や

那
智
勝
浦
町
で
も
深
層
崩
壊
と
い
わ

れ
る
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生

し
、
他
府
県
で
の
浸
水
被
害
な
ど
も

含
め
数
多
く
の
犠
牲
者
や
行
方
不
明

者
を
出
し
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し

た
。

　

と
く
に
奈
良
・
和
歌
山
両
県
で
の

被
害
は
著
し
く
「
紀
伊
半
島
大
水

害
」
と
命
名
さ
れ
、
災
害
救
助
法
の

適
用
や
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。

平成23年台風12号の概要
後世へと伝える記録

降水量や時間雨量、川の水位やダムの放水量などの記録について

台風12号経路図

９月５日15時
温帯低気圧へ

９月３日10時
高知県に上陸

８月25日９時
台風12号発生

９月３日18時
岡山県に再上陸

気象衛星画像 気象庁資料より
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記
録
的
な
雨
量

　

大
型
の
台
風
で
、
か
つ
動
き
が
遅

か
っ
た
た
め
長
時
間
に
わ
た
り
台
風

周
辺
の
非
常
に
湿
っ
た
空
気
が
西
日

本
か
ら
北
日
本
に
か
け
て
流
れ
込

み
、
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
ま
し

た
。

　

と
く
に
台
風
の
中
心
か
ら
東
側
に

位
置
し
た
紀
伊
半
島
で
は
総
降
水
量

は
広
い
範
囲
で
千
ミ
リ
を
超
え
、
奈

良
県
上
北
山
村
に
あ
る
ア
メ
ダ
ス
で

は
72
時
間
雨
量
が
１
９
７
６
年
か
ら

の
統
計
開
始
以
来
の
国
内
の
観
測
記

録
を
大
幅
に
上
回
る
１
，６
５
２
．５

ミ
リ
、
総
降
水
量
は
１
，８
０
８
．５

ミ
リ
に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部

の
地
域
で
は
解
析
雨
量
２
千
ミ
リ
を

超
え
る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
、
紀
伊
半
島
南
部
を
中
心
と
し
た

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

天
川
村
で
も
、
８
月
31
日
か
ら
９

月
４
日
ま
で
の
５
日
間
に
渡
り
降
り

続
い
た
雨
は
累
計
で
千
ミ
リ
を
超
え

記
録
的
な
雨
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
く
に
、
累
積
雨
量
が
五
百
ミ
リ

を
超
え
た
９
月
３
日
に
１
時
間
40
ミ

リ
の
雨
が
さ
ら
に
降
っ
た
こ
と
で
坪

内
地
区
で
の
深
層
崩
壊
な
ど
の
未
曾

有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

天川村
1,040ミリ

日　付 一日の雨量 一時間
 最大雨量（㎜）

８月31日 23.0 5.5
９月１日 101.5 10.5
９月２日 425.0 36.5
９月３日 410.5 40.0
９月４日 80.0 16.0
累　計 1,040.0 −

●天川村での雨量

●観測表（奈良県内のアメダス）

期間降水量（８月30日 18時〜９月４日 24時、多い方から）
市町村名 地点名（よみ） 値（㎜）

吉野郡上北山村 上北山（カミキタヤマ） 1808.5
吉野郡十津川村 風屋（カゼヤ） 1358.5
吉野郡天川村 天川（テンカワ） 1040.0
宇陀郡曽爾村 曽爾（ソニ） 828.5
吉野郡十津川村 玉置山（タマキヤマ） 699.0
吉野郡吉野町 吉野（ヨシノ） 511.0
宇陀市 大宇陀（オオウダ） 344.5
奈良市 針（ハリ） 276.5
五條市 五條（ゴジョウ） 221.0
奈良市 奈良（ナラ） 157.0
葛城市 葛城（カツラギ） 142.0
磯城郡田原本町 田原本（タワラモト） 112.5
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深
層
崩
壊

　

速
度
の
遅
い
台
風
12
号
は
大
き
な

勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
近
畿
地
方
や
四

国
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。

　

天
川
村
で
は
８
月
31
日
（
水
）
か

ら
雨
が
降
り
出
し
、
台
風
が
接
近
し

た
９
月
３
日
（
土
）
に
は
さ
ら
に
風

雨
が
強
く
な
り
、
至
る
所
の
谷
筋
で

小
規
模
な
土
砂
流
出
が
発
生
し
ま
し

た
。

あ
し
の
せ
谷
の
崩
落

　

河
川
は
降
り
続
く
雨
に
よ
り
増
水

し
、
３
日
午
後
10
時
（
推
定
）
に
南

日
裏
地
内 

あ
し
の
せ
谷
の
山
腹
が
崩

落
し
ま
し
た
。

　

こ
の
崩
落
が
原
因
と
な
り
本
流
の

流
れ
を
変
え
、
天
川
中
学
校
の　

運

動
場
が
削
り
取
ら
れ
、
運
動
場
に
隣

接
し
て
建
て
ら
れ
た
教
職
員 

住
宅
一

棟
（
６
戸
）
と
村
営
住
宅 

１
棟
（
２

戸
）
が
濁
流
に
流
さ
れ
、
女
性
教
員

１
名
が
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。

冷
水
の
崩
落

　

そ
の
翌
日 

９
月
４
日
（
日
）
午
後

１
時
頃
に
は
坪
内
地
内 

冷
水
に
て
山

腹
が
大
規
模
崩
落
（
深
層
崩
壊
）
し

河
道
を
閉
塞
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、

み
る
み
る
う
ち
に
上
流
域
の
水
位
が

上
昇
し
ま
し
た
。
第
一
発
見
者
の
素

早
い
通
報
に
よ
り
、
坪
内
・
南
日
裏

地
区
住
民
に
避
難
指
示
を
発
令
、
地

域
住
民
の
方
々
の
迅
速
な
行
動
に
よ

り
全
員
が
無
事
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

ま
た
土
砂
ダ
ム
が
決
壊
し
た
場
合

に
備
え
、
下
流
域
（
九
尾
か
ら
塩

谷
）
全
域
に
も
避
難
指
示
を
発
令
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
土
砂
ダ
ム
は
越
流
す
る

こ
と
に
よ
り
決
壊
せ
ず
徐
々
に
水
位

は
低
下
し
ま
し
た
。

坪
内
谷
の
崩
落

　

冷
水
と
同
日
に
、
坪
内
谷
で
も
大

規
模
な
山
腹
崩
壊
が
あ
り
大
量
の
土

砂
が
天
ノ
川
へ
流
出
、
被
害
を
よ
り

深
刻
な
も
の
と
さ
せ
ま
し
た
。

02
大規模な土砂災害

後世へと伝える記録

あしのせ谷
高さ130ｍ 幅90ｍ 奥行270ｍ

冷　水
高さ210ｍ 幅350ｍ 奥行500ｍ

坪内谷
高さ210ｍ 幅130ｍ 奥行330ｍ

あしのせ谷・冷水・坪内谷の大規模な崩壊
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被
害
の
爪
痕
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被
害
状
況

人
的
被
害

　

９
月
３
日 

深
夜 

あ
し
の
せ
谷
の

崩
壊
に
よ
り
対
岸
の
教
職
員
住
宅
に

居
住
さ
れ
て
い
た
教
員
１
名
が
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

◆ 

死
者　

１
名

住
家
被
害

　

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の　

適

用
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
法
の
基

準
に
基
づ
く
住
家
被
害
調
査
を
９
月

下
旬
か
ら
実
施
、
さ
ら
に
カ
ビ
な
ど

に
よ
る
追
加
の
被
害
に
つ
い
て
再
調

査
を
適
宜
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
７
月
末
時
点
の
被
害
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

全　
　
　

壊　
　

13
世
帯

◆ 

大
規
模
半
壊　
　

18
世
帯

◆ 

半　
　
　

壊　
　

16
世
帯

◆ 

床
上
浸
水　
　

４
世
帯

◆ 

床
下
浸
水　
　

14
世
帯

道
路
等
の
被
害

　

◆ 

村　

道　
　

８
ヵ
所

　

◆ 

林　

道　
　

24
ヶ
所

　

◆ 

農　

地　
　

６
ヵ
所

　

◆ 

遊
歩
道　
　

数
ヵ
所

　

◆ 

登
山
道　
　

数
ヵ
所

観
光
産
業
へ
の
被
害

　

台
風
12
号
以
降
の
宿
泊
予
約
の
キ

ャ
ン
セ
ル
数
は
風
評
被
害
も
含
め
平

成
23
年
９
月
末
で
約
６
千
人
を
数

え
、
集
客
比
率
も
９
〜
11
月
に
か
け

前
年
度
比
40
〜
80
％
の
減
少
に
な
る

な
ど
、
直
接
被
害
の
な
か
っ
た
洞
川

温
泉
な
ど
に
も
多
大
な
る
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
関
連
の
被
害

　

冷
水
の
崩
落
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
中
央
・
西
部
地
区
で
は
長
期
間

に
わ
た
り
停
電
・
断
水
・
こ
ま
ど
り

ケ
ー
ブ
ル
の
断
線
な
ど
重
要
な
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
支
障
を
き
た
し
ま
し

た
。

通
学
へ
の
影
響

　

冷
水
の
崩
落
に
よ
り
県
道
53
号
線

が
通
行
止
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

西
部
地
区
の
幼
稚
園
児
・
小
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
は
12
月
７
日
に
ス
ク

ー
ル
バ
ス
ほ
ほ
え
み
号
が
運
行
再
開

す
る
ま
で
の
間
、
旧
天
川
西
小
学
校

を
「
分
教
室
」
と
し
て
学
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

地
す
べ
り
に
よ
る
影
響

　

９
月
６
日 

広
瀬
地
区
の
地
す
べ
り

の
危
険
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
地
区

全
域
に
避
難
指
示
を
発
令
、
安
全
性

が
確
認
さ
れ
る
９
月
13
日
ま
で
の

間
、
区
民
の
方
々
は
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
つ
ど
い
へ
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
県
道
53
号
線

も
広
瀬
地
内
で
通
行
止
と
な
り
、
西

部
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
は
西
の

谷
林
道
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

03
被害状況

後世へと伝える記録

人的・住家被害、道路・インフラ・地すべり被害など
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あ
し
の
せ
谷
と
冷
水
の
大
規
模
な

崩
壊
に
よ
り
生
活
道
路
で
あ
る
県
道

53
号
線
が
長
期
に
わ
た
り
通
行
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
地
域
の
方
々
に
多

大
な
支
障
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

奈
良
県
吉
野
土
木
事
務
所
の
懸
命

な
復
旧
作
業
に
よ
り
、
通
行
規
制
は

段
階
的
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
が
、
現

在
も
降
雨
や
現
地
の
状
況
に
よ
り
緊

急
的
に
通
行
止
を
行
う
こ
と
が
あ
り

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

04
生活道路の復旧

後世へと伝える記録

県道53号 高野天川線の通行規制

平成23年９月末　災害直後

平成24年3月29日　応急工事完了

平成23年11月15日　規制緩和
　7：00〜8：30　17：00〜18：30（2トン以下）

平成23年11月28日 規制緩和
　6：20〜8：30　17：00〜19：00（全車両）

平成23年12月 7日　規制緩和
　6：20〜8：30　12：00〜13：30　17：00〜19：00

平成23年12月21日　規制緩和
　6：20〜21：00

平成24年 2月14日　規制緩和
　6：20〜22：00

平成24年 4月27日 
　終日通行可能（雨量等規制あり）

運 行 時 間 制 限 生
活
の
道
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支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
指

導
・
協
力
の
も
と
天
川
村
社
会
福
祉

協
議
会
が
天
川
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
９
月
８
日
に
開
設
、

９
月
13
日
ま
で
の
６
日
間
、
延
べ

５
３
３
人
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

募
集
は
奈
良
県
社
会
福
祉
協
議
会

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
付
を
行
い
、

橿
原
神
宮
前
駅
か
ら
天
川
村
ま
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
と
し
て
は
、
被
災
家
屋

の
家
具
の
運
搬
、
片
付
け
、
清
掃
等

で
期
間
中
53
件
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

ま
し
た
。
ま
た
９
月
８
日
か
ら
10
日

ま
で
の
３
日
間
で
１
，
１
０
０
食
分

の
昼
食
の
炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

義
援
金

　

天
川
村
の
義
援
金
受
付
窓
口
を
平

成
23
年
９
月
12
日
か
ら
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
７
ヶ
月
に
わ
た
り
開
設

し
ま
し
た
。
村
内
外
の
各
種
団
体
・

個
人
様
か
ら
総
額
４
，
２
０
６
万

２
３
０
円
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

支
援
物
資

　

飲
料
水
や
食
糧
、
衣
類
な
ど
多
数

の
支
援
物
資
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
、
役
場
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
受

付
を
行
い
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
支
援
物
資
は
全
て
被

災
さ
れ
た
方
々
や
孤
立
地
域
へ
配
分

い
た
し
ま
し
た
。

05
被災者支援

後世へと伝える記録

ボランティア活動・義援金・支援物資など
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通
報・避
難

冷
水
崩
落
の
第
一
通
報
者

　
　
　
　
　

西
岡　

康
博 

氏

　

河
川
の
水
位

が
上
が
っ
て
い

た
の
で
自
宅
前

キ
ャ
ン
プ
場
の

被
害
状
況
を
点
検

し
て
い
た
と
こ
ろ
、

下
流
か
ら
２
ｍ
ほ
ど
の
津
波
の
よ
う

な
水
が
せ
が
え
っ
て
来
る
の
が
見

え
、
上
流
か
ら
の
増
水
し
た
水
と
ぶ

つ
か
り
３
ｍ
ほ
ど
の
水
柱
が
立
つ
の

が
見
え
た
。
急
激
に
水
位
が
上
昇
し

た
た
め
自
ら
裏
山
へ
避
難
し
な
が
ら

役
場
へ
通
報
を
行
っ
た
。

　

こ
の
素
早
い
通
報
の
お
か
げ
で
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避
難
指
示
、

消
防
団
や
警
察
、
区
民
が
協
力
し
合

い
、
指
示
発
令
か
ら
わ
ず
か
30
分
あ

ま
り
で
全
員
が
無
事
に
避
難
で
き
ま

し
た
。

冷
水
崩
落
地
の
下
流
の
状
況

　
　

西
部
地
区
在
住
の
方

　

冷
水
が
崩
落
し
た
際
、
そ
れ
ま
で

台
風
で
増
水
し
濁
流
だ
っ
た
川
の
水

が
ピ
タ
ッ
と
止
ま
り
水
が
流
れ
な
く

な
っ
た
。

　

こ
れ
は
一
大
事
と
思
い
、
至
急
村

役
場
へ
連
絡
を
行
っ
た
。

　

ま
た
そ
の
後
、
西
部
地
区
が
孤
立

し
た
際
に
は
車
を
運
転
で
き
る
若
い

方
が
お
年
寄
り
の
買
い
物
な
ど
を
代

行
す
る
な
ど
、
地
域
の
助
け
合
い
に

よ
っ
て
災
害
後
の
厳
し
い
生
活
を
な

ん
と
か
乗
り
越
え
て
き
た
。

　

こ
の
通
報
に
よ
り
西
部
地
区
一
帯

に
高
台
へ
の
避
難
指
示
を
発
令
、
結

果
的
に
土
砂
ダ
ム
は
徐
々
に
越
流
し

た
た
め
住
家
へ
の
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

災
害
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

奈
良
県
に
よ
り
災
害
後
の
皆
様
の

生
活
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
あ

っ
た
ご
意
見
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
停
電
の
時
、
黒
電
話
が
使
え
た

◆
安
全
な
道
路
の
確
保
を
望
む

◆ 

診
療
所
の
医
師
が
巡
回
し
て
く
れ

て
助
か
っ
た

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
助
け
て
も
ら
い

感
謝
し
て
い
る

◆ 

土
砂
ダ
ム
の
土
砂
を
早
く
取
り
除

い
て
ほ
し
い

◆ 

避
難
所
が
川
の
そ
ば
に
あ
る
の
で

見
直
し
が
必
要
と
思
う

◆ 

災
害
時
に
は
で
き
る
だ
け
た
く
さ

ん
の
情
報
を
ほ
し
い

◆ 

情
報
の
伝
達
手
段
を
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い

　

通
報
や
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

06
災害当時を振り返って

後世へと伝える記録
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天川村紀伊半島大水害復旧復興計画（抜粋）

　紀伊半島大水害により天川村は道路網、河川、山林、住宅などの広範囲にわたり被害を受

け、とくに住宅や道路等の地域生活や産業を支える基盤そのものに甚大な被害をもたらしまし

た。この災害からの復旧を進めるとともに『安全で安心して暮らせる村づくり』に向けた計画

的な復興に取り組み、将来の天川村のあり方を提示していくために、この計画を策定します。

① 国道、県道、村道等の応急復旧　 迂回路（林道西の谷線・高原洞川線）の改良整備 など

② 堆積土砂対策　 土砂捨て場の確保 など

③ 林地崩壊地の対策　 治山事業、防災を目的とした森林整備の実施（特別間伐）など

④ 水道施設、観光施設の復旧　 小規模水道施設整備事業補助金（簡水未普及地域）など

⑤ 商工観光の支援　  宿泊施設等の復旧に係る利子補給制度、復興特別事業「天川村とくとく

商品券」の発行 など

⑥ 教育施設の復旧　 天川中学校の復旧 など

⑦ 被災児童・生徒への支援　 分教室の設置、生徒のこころの健康相談 など

⑧ 災害廃棄物の支援　 被災家屋の解体・処分、河川景観障害木等の除去 など

⑨ 被災者支援　  義援金、見舞金、支援金、医療費等一部負担金減免、こころの健康相談 など

⑩ ボランティアによる支援　  被災家屋のかたづけ、そうじ など

⑪ 被災者事業所等への支援　 台風12号災害復旧対策支援特別利子補給 など

⑫ 農林水産業の支援　 農地・林道・作業道等の生活基盤の復旧 など

計画の趣旨

復旧復興にむけた分野別の取り組み


